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大気環境に関する次世代実況監視及び排出量推定システムの開発
Development of a Next Generation System for Monitoring the Atmospheric Environment
and Estimating the Emission Inventory
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人間活動によって排出された大気微量成分が地球環境に大きな影響を与えることが懸念されている。地球環境への影
響を正しく評価するため、観測データに基づき、人間活動と自然起源の排出量を正確に推定することが重要な課題となっ
ている。
本研究では、オゾン、二酸化炭素、エアロゾルなどの大気微量成分の大気中濃度の実況監視と地表面フラックスの推

定のため、化学輸送モデルを利用した 4次元データ同化システムを開発する。データ同化手法は、複雑な鉛直拡散や化
学反応過程も比較的容易に扱うことができる局所アンサンブル変換カルマンフィルター（LETKF）を利用し、観測デー
タを化学輸送－大気大循環結合モデルに同化する。大循環モデルは、大気の客観解析によって駆動される。
データ同化システムを構築し、二酸化炭素、エアロゾル、オゾンのそれぞれについて最適化を試みた。二酸化炭素に

ついては地上、航空機、GOSATについての観測システムシミュレーション実験（OSSE）および実際の観測データを用
いた実験を行い、地表面フラックス推定に対する影響を評価した。エアロゾルシステムでは、CALIPSOデータの同化に
より、黄砂予報の改善が認められた。オゾンのデータ同化パラメータを OSSEにより最適化した。オゾンについては同
じ衛星観測データを異なる化学輸送モデルに同化するマルチモデルデータ同化実験を実施している
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